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事務局の紹介 
 
 今回は、日頃保護者の方々にとって馴染みの少ない事
務局の様子を紹介します。 

 普段事務局では、学校長(岩﨑)、教頭６名(夏越、菅野、
安栄、西村、田代、太田)、事務局長(青柳)、事務局長補
佐(岩田)、会計担当事務員(山口)、サンフランシスコ地
区担当事務員(遠藤)、サンノゼ地区担当事務員(坂本)の
計１２名が勤務しています。学校長並びに小学部・中学
部の４名の教頭は文部科学省からの派遣教員で、残りの
７名（高等部の教頭２名を含む）は現地採用職員です。
営業日は火曜日から土曜日までですが、土曜日は授業の
ある日ですので、担当校が決まっている教員・職員はそ
れぞれの学校での勤務となります。 

 補習校の運営は理事会が、教育内容面は学校長・教頭
の教員サイドが担当しており、それらすべての事柄がス
ムーズに進行するよう、下地作りや取りまとめ業務、管
理作業を行うのが事務局の主要職務です。各種問い合わ
せへの対応、その週の授業日に必要な物の準備・調達、
関連書類の作成、借用校への連絡…週に一日の授業とは
いえ、それに関わる様々な事項を処理しています。在籍
児童・生徒並びにその保護者の方々の情報管理も大切な
業務のひとつであり、昨年よりデータベースの充実を図
っています。常に正しい情報を把握しておくことが必要
となるため、変更や追加事項が生じた際には直ちに事務
局へご連絡ください。また、事務局への必要提出物（住
所変更届、緊急インフォメーション・カード、その他）
は必ずご提出いただけるよう、改めてお願いいたします。 

 保護者の方々のご理解・ご協力のもと、本補習校をよ
り良い学舎とすべく、今後とも事務局職務を遂行して行
きたいと思っています。ご意見・ご質問はお気軽に事務
局までご連絡ください。 
 
 
中学部、高等部理事訪問 
５月は理事が中学部、高等部を訪問し、授業の見学、

教員と意見の交換などを行い、これからの学校運営の参
考にします。９月には小学部の訪問が行われます。 
 
SF 校：５月７日に理事の長岡、宮岡、千田、加地、そし
て青柳事務局長が訪問。 

 

 

[中学部]教員側からは、個人面談の時間が少なく充分に
面談ができないのでもう一日５−６時間目を使いたいこ
と、教員の研修、カウンセリング等への派遣を理事会で
検討、予算化して欲しいことなどの要望が出た。高等部
への進学者を増やすにはどうしたらよいかについて議論
があった。 

[高等部]教員側からは、液晶ＯＨＰ・CD付ラジカセ・コ
ピー機の利用、授業でインターネット・PCを使いたいこ
と、生徒とメイルで交信したいことなどの要望が出た。
また、学級委員、生徒会、学園祭などを通じて精神的発
育を目指す「学校」の魅力が強調された。（コピー機は
５月１４日に納品済み） 
 
SJ 校：５月１４日に理事の浅尾、野原、千田、鶴下、松
波、そして青柳事務局長が訪問。 

[中学部]教員側からは、教員用の教科書を毎年欲しいと
の要望が出た。生徒間の日本語力の格差については学力
差であって能力差ではないこと、学力に合わせた対応を
工夫しており、文科省からは校長の裁量に任されている
と岩﨑校長より説明があった。日本語、日本の魅力を子
供たちに伝えていくよう保護者、学校で協力していく必
要がある。 

[高等部]教員側からは、以前から要望のあった修学旅行
を企画したいこと、夏期集中の特別授業で保護者のボラ
ンティアを募り日本とアメリカの文化について話してい
ただきたいなどの要望があった。これらについては教員
より文書化して理事会に要望を出す。生徒には少人数な
らではの団結力がある。 
 
 
西村教頭（中学部サンノゼ校）の挨拶 
 東京都から派遣されました、西村元一
と申します。東京では、西のはずれに位
置します、あきる野市というところに勤
務しておりました。 

 今までの人生を振り返ると、小学校５
年生の時の、あのサッカー好きのお兄さ
んとの出会い抜きには語ることができま
せん。その時は野球がメジャーなスポー
ツでしたが、そのお兄さんとの出会いによって、私はサ
ッカーに夢中になりました。中学の頃から教師を目指す
ようになったのですが、最初の動機はサッカー部の指導
をしたかったからです。また、教師になってからは、中
学校体育連盟サッカー部の技術部員として、東京選抜の
生徒を国内外に引率したり、スペインでの指導者研修に
も参加させていただきました。それらの海外での経験が、
教師としての海外派遣を目指す、ひとつのきっかけにも
なったと思います。 

 人は人に影響を与えたり、影響を受けたりして成長し
ていくものだと思います。このサンフランシスコにおい
ても皆さんとの出会いを大切にし、補習校の為に全力で
頑張ると共に、皆さんからも多くのものを学ばせて頂き
たいと思っております。どうぞよろしくお願い致します。 
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岩﨑校長が地元日系メディアに登場 

岩﨑新校長が、北米毎日新聞社、日米タイムス社、ラ
ジオ毎日社を表敬訪問しました。これは、より地元に密
着し補習校のことを知っていただきたいという広報活動
の一環です。既にラジオ毎日ではインタビューが放送さ
れ、北米毎日新聞にも記事が掲載されています。北米毎
日新聞の記事から一部抜粋して転載します。 

サンフランシスコ日本語補習校の新校長に就任した岩
﨑陽一さんが 17日、同校事務局長の青柳伸之さんととも
に北米毎日新聞本社を、着任のあいさつに訪れた。堀井
重樹前校長は大阪に帰任した。 

岩﨑校長は熊本県天草出身。大阪府の追手門学院大文
学部（東洋文化学科）卒業後、教員となり、教員生活は
今年で 30年となるベテラン。福岡県内の中学校の校長を
4 年間務めたほか、小学校では教頭、校長も 2年間経験
している。海外での勤務は今回が初めて。 

岩﨑校長は「子供たちができる限り表現できるような
学習、機会を作ろうと考えている。国語的な表現力が高
まればいいと思うし、運動能力も付けさせたい」と補習
校校長の就任に当たり抱負を述べ、「自分自身を育てる
こと。そのためには、人の気持ちを理解するよう務める。
自分の権利を主張するなら、人の権利も認めなければな
らない。頼られたり、頼ったり、我慢したり。それで自
分が成長していくことに気付き、自分一人の力ではない
のだという感謝の気持ちを忘れないこと。これは国が違
っても変わらないと思う。人として当たり前のことなの
で、補習校でも伝えていきたい」と自身の教育論のモッ
トーも説いた。 

岩﨑校長が教員を目指したのは、同じく教員だった父
親の影響がある。「父を慕ってやってくる卒業生らが多
くて、父も教え子たちと楽しそうに話していた。そんな
姿を見て、教師っていい仕事だなと思った」と言う。 

得意なスポーツは、中学時代から続けている剣道だが、
ゴルフ、バレーボール、スキー等もこなすスポーツマン。
また、海が好きで船舶 2級取得し、日本では釣りや潜り
に頻繁に出掛けたという。家族は妻と小学 2年の 1男。 
 
 
寄付のお礼 
運動会の記念品を保護者会で購入していますが、これ

に当たって数々の寄付を頂きました。サンリオ（商品寄
付、市場価格$11,800.60）、ニジヤマーケット（値引 SF: 
$330、SJ: $162）、一番館（値引 SF:$95.70、SJ:$123.75）、
ANA（うちわ 250本）、JAL（レターセット 300）、UBOC
（鉛筆 300本）。また、生徒たちの衛生面を助けるため、
五条恵様より使い捨ておしぼり 1800本（市場価格$180）
の寄付を頂きました。ありがとうございました。 
 

事務局よりお知らせ 

小学部運動会 

＊小学部サンノゼ校 ６月４日 午前 10時開会 
   L.P. Co llins Elementary School 
  (10300 N. Blaney Ave., Cupertino, CA 95014) 
＊小学部サンフランシスコ校 ６月 11日 午前 10時開会 
  West Sunset Diamond #3 (3223 Ortega St.) 
両校とも雨天中止。中止の場合は通常授業となります。 
◎はちまきの準備をお忘れなく！ 
 
球技大会／スポーツ大会 
＊中・高部サンフランシスコ校 ６月２５日  

  会場：Herbert Hoover Middle School 
        2290 14th Ave. San Francisco, CA 94116 
＊中・高部サンノゼ校     ６月２５日 

会場：L.P. Collins Elementary School 
10300 N. Blaney Ave., Cupertino, CA 95014 
 

ＳＪ地区６月１８日校舎変更のお知らせ 
 借用校の都合により、６月１８日はＳＪ地区の校舎が
変更になりますのでご注意ください。 
＊ 小学部サンノゼ校：Montclaire Elementary School  

1160 St.Joseph Ave., Los Altos, CA 94024 
＊ 中・高部サンノゼ校：Lincoln Elementary School 

21710 McClellan Road, Cupertino, CA 95014 
 

夏期集中学習のお知らせ 

◆期間（計１０日間） 

6/21(火),6/22(水),6/23(木),6/24(金),6/25(土) 

6/28(火),6/29(水),6/30(木),7/1(金),7/2(土) 

◆集中学習期間中の借用校 

《小学部サンフランシスコ校》 
  Clarendon  A lternative  Elementary  School 
  500 Clarendon Ave., San Francisco , CA94118 
《小学部サンノゼ校》 
  Montclaire Elementary School 
  1160 St.Joseph Ave., Los Altos, CA 94024 
《中・高部サンフランシスコ校》 

Herbert Hoover Middle School 
2290 14th Ave. San Francisco 

《中・高部サンノゼ校》  
  Lincoln Elementary School  
  21710 McClellan Road, Cupert ino, CA 95014 
 
「転(退)学届」の提出と授業料納入について 
 お子様が転学や退学をする際には、「転(退)学届」を
至急事務局へご提出ください。出欠の有無に関わらず、
本校に在籍している限り、原則として授業料を頂いてお
ります。提出が遅れた場合、翌月の授業料も引き落とさ
れることとなりますのでご注意ください。 
 夏期集中学習期間中に転退学される場合には、集中学
習参加日数に関わらず、７月・８月分の授業料を納入し
ていただきます。また、本校に在籍している場合、集中
学習を全日程欠席されても、７月・８月分の授業料を徴
収させていただきます。以上、ご承知おきください。 

 なお、トラブル防止のため、口頭での届出は受け付け
ておりません。「転(退)学届」のフォームは「学校便覧」
に掲載されています。また、本校のホームページ
http://sfjlc.com/からダウンロードしていただけます。 
 
夏休み期間中の事務局営業日について 
 夏期集中学習以降の夏休み期間中、事務局の営業日は
月曜日から金曜日までとなります。また、８月１日(月)
から５日(金)まではお休みを頂きますのでご了承下さい。 
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